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葉
月 

別
名 

月
見
月
・
秋
風
月
・
草
津
月
・
木
染

月
・
濃
染
月
・
紅
染
月
・
萩
月
・
燕
去
月
・
雁

来
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

陰
暦
八
月
の
異
称
で
、
ほ
ぼ
陽
暦
の
九
月
上
旬
か
ら

十
月
上
旬
の
候
に
あ
た
る
。
稲
の
収
穫
の
季
節
で
あ
る

が
、
こ
の
月
の
景
物
は
何
と
い
っ
て
も
仲
秋
の
名
月
で

あ
る
。
月
見
月
は
そ
の
仲
秋
の
名
月
を
見
る
月
と
い
う

こ
と
、
木
染
月
は
木
の
葉
が
黄
葉
（あ
る
い
は
紅
葉
）す

る
月
、
燕
去
月
は
燕
が
南
に
帰
る
月
、
雁
来
月
は
雁
が

来
る
月
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
葉
月
の
語
源
に
つ
い
て

は
「奥
儀
抄
」に
「木
の
葉
の
も
み
ぢ
て
落
つ
る
ゆ
ぇ
に
、

葉
落
ち
月
と
い
ふ
を
誤
れ
り
」と
あ
る
・・・ 

 
 朝

山
や
葉
月
の
月
の
き
え
の
こ
り 

 

永
田
青
風 

舌
捲
い
て
乳
吸
ふ
仔
牛
葉
月
雲 

 
 

中
島
斌
雄 

（
講
談
社
「
カ
ラ
ー
図
説
日
本
大
歳
時
記
」
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キ
キ
ョ
ウ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

             

『八
月
の
花
』  

向
日
葵
（ひ
ま
わ
り
）、
朝
顔
、
百
日
紅
（さ
る
す
べ
り
）、
カ
ン
ナ
、

白
粉
花
（お
し
ろ
い
ば
な
）、
大
待
宵
草
（お
お
ま
つ
よ
い
ぐ
さ
）、

鷺
草
（さ
ぎ
そ
う
）、
駒
草
（こ
ま
く
さ
）、
野
甘
草
（の
か
ん
ぞ

う
）、
百
日
草
（ひ
ゃ
く
に
ち
そ
う
）、
小
鬼
百
合
（こ
お
に
ゆ
り
） 

 

『八
月
の
言
葉
』 

不
平
や
理
屈
を
言
わ
ず
に
行
い
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
と

が
め
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
清
い
者
と
な
り
、
よ
こ
し
ま
な
曲

が
っ
た
時
代
の
中
で
、
非
の
う
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
神
の
子
と

し
て
、
世
に
あ
っ
て
星
の
よ
う
に
輝
き
、
命
の
言
葉
を
し
っ
か

り
保
つ
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
わ
た
し
は
、
自
分
が
走
っ
た
こ

と
が
無
駄
で
な
く
、
労
苦
し
た
こ
と
も
無
駄
で
は
な
か
っ
た

と
、
キ
リ
ス
ト
の
日
に
誇
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

（フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙
第
二
章
十
四
か
ら
十
六
節
） 

 

令和 7年 8月（265）

９）（219）

（218）（207）

（（（No2011）  

 医院だより  

目 

次
（（ペ
ー
ジ
） 
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．
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発
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調
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よ
り 
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と
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ご
と
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３
４
） 

「来
迎
図
」 
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偉
大
な
る
事
業
は
著
述
で
は
な
い
、
政
治
で
は
な

い
、
実
業
で
は
な
い
、
陸
海
軍
の
殺
伐
的
事
業
で
な

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
偉
大
な
る
事
業
は

純
潔
な
生
涯
で
あ
り
、
他
人
の
利
益
を
先
に
し
て

自
己
（み
ず
か
ら
）の
利
益
を
あ
と
に
す
る
生
涯
で

あ
り
、
己
に
満
足
す
る
こ
と
を
知
っ
て
他
に
求
め

な
い
生
涯
で
あ
る
。
ソ
ロ
モ
ン
は
言
う
、
「己
の
心

を
治
め
る
も
の
は
城
を
攻
め
取
る
者
に
ま
さ
る
」

と
。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
村
鑑
三 

「
一
日
一
生
」
七
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「八
月
の
暦
」 

一 

日 

水
の
日 

二 

日 

鬼
貫
忌
、
青
森
ね
ぶ
た
祭 

 
  

三 

日 

秋
田
竿
灯 

五 

日 

山
形
花
笠
祭 

六 

日 

広
島
平
和
記
念
日
、
仙
台
七
夕 

七 

日 

鼻
の
日 

九 

日 

長
崎
原
爆
の
日 

十 

日 

西
鶴
忌 

十
一
日 

山
の
日
、
高
知
よ
さ
こ
い
祭
り 

十
二
日 

徳
島
阿
波
踊
り 

十
三
日 

月
遅
れ
盆
迎
え
火 

十
五
日 

月
遅
れ
盆
、
終
戦
記
念
日 

 
  

十
八
日 

伝
教
大
師
（最
澄
）誕
生
会 

 
 

 

二
十
日 

鎌
倉
宮
祭 

 

 
 

二
十
三
日 

処
暑
、
一
遍
上
人
忌 

 
 

二
十
六
日 

富
士
吉
田
火
祭 

 
 

三
十
一
日 

二
百
十
日 

 
 

 
 

 

お
知
ら
せ 

一
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
受
付
が
で
き
ま
す
。
カ

ー
ド
は
保
険
証
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
。 

将
来
的
に
は
医
療
機
関
は
他
院
で
の
処
方
や
特
定

検
診
結
果
も
こ
こ
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
い
方
は
、
月
の
最

初
の
受
診
時
に
は
、
「
資
格
確
認
書
」を
ご
提
示
く

だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

 
 

４
月
か
ら
診
療
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

木
曜
日
は
休
診
と
な
り
ま
し
た
。 

『午
後
診
療
』 

で
は
予
約
診
療
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
予

約
は
電
話
で
も
受
付
で
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

    

『診
療
内
容
』 

○
一
般
外
来
診
療 

〇 

往
診
・在
宅
医
療
（ご
相
談
く
だ
さ
い
）  

 
 

○ 

骨
粗
鬆
症
の
診
療 

○ 

ピ
ロ
リ
菌
の
診
療 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
・大
腸
内
視
鏡 

 
 
 

○ 

肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
な
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 
 

 
http://w

w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   
 
 

 
 

 
 
 
 

           

月 正常分娩と帝王切開 

火 遊走腎 

水 ラテックスフルーツ症候群 

木 唾液の神秘とパワー 

金 冷房病 

土日 脇汗、手汗の悩み 

http://www.raijin.com/kenko/
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特
集 

五
、
話
題
の
感
染
症 

 
 

Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
症
候
群 

（Se
v
e
re

 F
e
v
e
r w

ith
 T

h
ro

m
b
o
c
y
to

p
e
n
ia

  

S
y
n
d
ro

m
e

）(

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群) 

 
 

マ
ダ
ニ
・フ
タ
ト
ゲ
チ
マ
ダ
ニ
・・・体
長
３
～
４
ミ
リ
で

血
を
吸
う
と
約
１
セ
ン
チ
に
な
る
。 

  
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皮
膚
か
ら
吸
血
し
て
い
る
ダ
ニ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
１
．
ど
ん
な
病
気
か
？ 

⑴ 
２
０
１
３
年
に
国
内
で
初
め
て
患
者
が
確
認 

 
さ
れ
て
い
ま
す
。 

患
者
数
は
徐
々
に
増
加
し
、
発
症
地
域
が

西
日
本
か
ら
東
日
本
へ
も
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
鹿
や
猪
な
ど
の
野
生
動
物
と
人
間
の

居
住
生
活
の
境
界
が
重
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 

⑵
例
年
４
０
～
１
３
０
人
の
患
者
が
報
告 

 
 

 

⑶
感
染
を
媒
介
す
る
マ
ダ
ニ
は
、
主
に
屋
外
の
草

む
ら
や
畑
、
森
の
中
な
ど
に
生
息
し
て
い
る
の

で
、
農
作
業
中
や
山
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
き

に
咬
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
は
西
日
本
が
中
心
で
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

２
０
２
５
年
の
数
値
は
半
期
の
数
で
す
。 
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２
．
潜
伏
期
間 

 

６
日
～
２
週
間 

３
．
症
状 

発
熱
、
咳
、
頭
痛
、
嘔
吐
、
腹
痛
、
下

痢
、
筋
肉
痛
、
意
識
障
害
、
出
血
な
ど 

４
．
重
症
化
す
る
と 

血
液
中
の
血
小
板
が
減

少
し
出
血
が
止
ま
ら
な
く
な
る
。                                

  
 

５
．
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
と
診
断
さ
れ
た
患
者
の
死
亡
率

は
２
７
％
と
極
め
て
高
い
。 

６
．
治
療
法 

 

対
症
療
法 

 
 

 

有
効
な
治
療
薬
・ワ
ク
チ
ン
が
無
い
と
言
わ 

れ
て
い
た
が
、
２
０
２
４
年
６
月
、
抗
ウ
イ 

ル
ス
薬
の
「フ
ァ
ビ
プ
ラ
ビ
ル
」が
承
認
さ
れ 

て
い
ま
す
。 

７
．
感
染
の
予
防
法
は
？ 

 
 

⑴
草
む
ら
に
入
る
と
き
は
、
長
袖
や
長
ズ
ボ 

 
 

 

ン
を
着
用
し
、
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る 

 
 

 

よ
う
に
す
る
。 

 
 

⑵
ネ
コ
の
感
染
確
認
が
８
件
（２
０
１
７
年
） 

 
 

 
→

１
９
４
件
（２
０
２
４
年
）
と
増
え
て
い 

 
 

 

る
。 

 
 

 

①
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
感
染
す
る
だ
け
で 

 
 

 
 

な
く
、 

 
 

 

②
感
染
し
発
症
し
た
猫
や
犬
に
咬
ま
れ
て 

 
 

 
 

発
症
し
た
り 

 
 

 

③
猫
に
接
触
し
て
い
る
だ
け
で 

 
 

 
 

発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

専
門
家
は 

 
 

 

④
「猫
の
室
内
飼
い
の
徹
底
」「犬
や
猫
を 

 

野
外
の
草
む
ら
で
遊
ば
せ
な
い
」こ
と
を 

勧
め
て
い
ま
す
。 

⑶ 

ダ
ニ
へ
の
接
触
が
無
く
て
も
患
者
の
血
液
か

ら
医
師
が
感
染
・死
亡
し
た
報
告
も
あ
り
ま

す
。 

⑷ 

ダ
ニ
か
ら
人
へ
の
経
路
の
遮
断 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

森
林
、
草
む
ら
、
畑
ま
で
、
鹿
や
猪
の
野
生
種 

が
出
て
来
て
草
む
ら
に
ダ
ニ
を
落
と
す 

→

散
歩
に
行
っ
た
犬
や
猫
が
ダ
ニ
を
付
け
て
家 

 

に
帰
る 

→

家
族
と
接
触
し
て
感
染
を
起
こ
す 

ど
こ
を
遮
断
す
る
か
？ 

飼
い
猫
、
犬
を
外
に
出
さ
ず
に
お
け
る
か
？ 

野
生
動
物
と
の
境
界
を
区
別
で
き
る
か
？ 

⑸
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は 

① 

マ
ダ
ニ
を
発
見
し
や
す
い
よ
う
に
明
る
い

色
の
服
を
着
る 

② 
家
に
入
る
前
に
上
着
や
作
業
着
を
脱
ぎ
よ

く
目
で
確
認
す
る 

③ 

野
外
活
動
後
は
服
を
脱
ぎ
入
浴
す
る 

 

８
．
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
ら 

⑴
無
理
に
引
き
は
が
そ
う
と
し
な
い
で
皮
膚
科 

 
 

な
ど
医
療
機
関
で
取
っ
て
も
ら
う 

（無
理
に
は
が
す
と
頭
部
が
残
っ
て
し
ま
う
） 

 
 

 

⑵
取
り
除
い
た
後
、
数
週
間
は
体
調
の
変
化
に 

注
意
。 

   
大
岡 

信
著 

『折
々
の
う
た
』（秋
の
う
た
か
ら
） 

 

霜
は
軍
営
（ぐ
ん
え
い
）
に
満
ち
て 

 

秋
気
（し
ゅ
う
き
）
清
し 

数
行
（す
う
こ
う
）
の
過
雁
（か
が
ん
） 

月 

三
更
（さ
ん
こ
う
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

上
杉
謙
信 

 十
六
世
紀
、
戦
国
時
代
末
期
を
代
表
す
る
越
後
の
名
将
上
杉

謙
信
の
七
言
絶
句
「九
月
十
三
夜
陣
中
の
作
」
の
起
承
二
句
。
天

正
二
年
能
登
に
遠
征
、
遊
佐
弾
正
の
七
尾
城
を
攻
略
し
た
時
、

折
か
ら
の
十
三
夜
の
月
に
興
を
発
し
、
陣
中
で
詠
じ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
「
数
行
の
過
雁
」は
空
を
ゆ
く
数
列
の
雁
。
秋
に
な
っ
て

南
下
し
て
き
た
群
れ
を
見
た
の
だ
。 

「三
更
」
は
夜
の
十
二
時
か
ら
二
時
ま
で
。
詩
句
は
清
涼
、
往
時

の
武
人
の
心
ば
え
を
示
す
。
広
く
愛
唱
さ
れ
て
き
た
の
は
周
知

の
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。  

 

  

行
く
我
に
と
ど
ま
る
汝
（な
）れ
に
秋
二
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

正
岡
子
規 

 
 

  

子
規
句
帖
、
『寒
山
落
木
』巻
四
。
明
治
二
十
八
年
十
月
十
九    

 

日
、
松
山
で
親
友
夏
目
漱
石
に
送
っ
た
句
。
子
規
は
同
年
、
日  

 

清
戦
争
従
軍
の
帰
途
喀
血
し
、
八
月
末
、
当
時
松
山
中
学
校
の 

 

英
語
教
師
と
し
て
同
地
に
あ
っ
た
漱
石
の
下
宿
に
移
っ
た
。
松 

 

山
の
俳
人
た
ち
が
こ
こ
に
集
ま
り
、
漱
石
も
一
座
に
加
わ
っ 

 

て
、
盛
ん
に
句
作
し
た
。  
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け
ん
こ
う
（
百
八
十
七
） 

 
群
馬
県
感
染
症
発
生
動
向
調
査
よ
り
（２
９
週
） 

（群
馬
県
衛
生
環
境
研
究
所
感
染
制
御
セ
ン
タ
ー
） 

★
百
日
咳
（注
１
）
の
報
告
が
続
い
て
い
ま
す
。
激

し
い
咳
症
状
が
あ
る
場
合
や
症
状
が
長
引
く
場

合
は
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
生
後
２
か
月
を
迎
え
た
方
は
五
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
等
の
定
期
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。  

★
伝
染
性
紅
斑
（注
２
）
の
定
点
当
た
り
報
告
数

が
、
引
き
続
き
警
報
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
効
き

に
く
い
た
め
、
手
指
は
石
け
ん
と
流
水
で
よ
く

洗
い
ま
し
ょ
う
。 

★
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
の
報
告
が
続
い
て
い
ま

す
。
症
状
の
あ
る
人
の
咳
の
し
ぶ
き
を
吸
い
込

ん
だ
り
、
身
近
で
接
触
し
た
り
す
る
こ
と
で
感

染
す
る
た
め
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
も
心
が
け
ま
し
ょ

う
。 

 

注
１ 

百
日
咳 

原
因 

百
日
咳
菌
、
子
供
に
多
い
。
５

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
で
患
者
数
は
減
っ
て
い

る
。
大
人
で
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
薄
れ
た
人
に
感
染
す

る
こ
と
あ
り
。
主
な
症
状
は
咳
、
鼻
水
、
目
の
充
血
。
短

い
咳
が
連
続
し
て
、
吸
気
時
に
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
音
が
聞
こ

え
る
。
早
め
に
医
療
機
関
へ
。
小
児
科
、
呼
吸
器
内
科

へ
。 

注
２ 

伝
染
性
紅
斑 

原
因 

ヒ
ト
パ
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス
Ｂ
１

９ 

両
頬
の
赤
い
発
疹
か
ら
リ
ン
ゴ
病
と
呼
ば
れ
ま
す
。 
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院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（二
三
四
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

来
迎
図 

◇
来
迎
・・・浄
土
宗
で
、
人
が
死
ぬ
と
き 

 
 

阿
弥
陀
如
来
や
菩
薩
が
極
楽
浄
土
か
ら 

紫
雲
に
乗
っ
て
迎
え
に
来
る
こ
と
、
御
来 

迎
と
も
い
う
。
（明
鏡
国
語
辞
典 

大
修
館
書
店
） 

 

 

阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
（
東
京
国
立
博
物
館
） 

 

◆
し
ば
ら
く
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
私

よ
り
少
し
ば
か
り
年
配
の
男
性
の
訪
問

診
療
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

◇
平
穏
で
来
ら
れ
て
い
た
老
後
の
生
活
に

急
に
全
身
倦
怠
感
と
関
節
痛
・発
熱
が

襲
来
し
、
娘
さ
ん
が
訪
問
看
護
で
働
い

て
お
ら
れ
る
病
院
に
急
遽
入
院
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
急
性
骨
髄
性
白
血

病
と
診
断
さ
れ
、
治
療
を
開
始
し
ま
し

た
が
副
作
用
が
強
く
治
療
は
困
難
と
の

説
明
を
受
け
た
た
め
、
ご
家
族
が
お
家

で
最
後
ま
で
見
て
あ
げ
た
い
と
い
う
ご
希

望
を
説
明
し
た
か
ら
で
し
た
。 

◆
往
診
初
日
は
夕
方
で
し
た
。
す
で
に
午
前
中
に
家 

に
帰
っ
て
こ
ら
れ
、
早
速
ケ
ー
キ
を
ぺ
ろ
り
と
食
べ
ら

れ
た
と
の
こ
と
。
初
対
面
の
緊
張
は
お
互
い
に
少
し

あ
り
ま
し
た
が
、
ご
本
人
に
と
っ
て
は
入
院
後
に
初

め
て
家
に
帰
っ
て
来
ら
れ
た
喜
び
が
ま
さ
っ
て
お
ら

れ
、
ま
た
ベ
ッ
ド
を
取
り
巻
く
ご
家
族
の
皆
さ
ん
も

「よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ジ
サ
イ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

と
迎
え
て
く
れ
た
の
で
、
ご
本
人
も
笑
顔
を
絶
や  

 
 

す
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

◇
翌
日
、
お
電
話
差
し
上
げ
る
と
、
朝
か
ら
梅
干
し
の
お

に
ぎ
り
を
食
べ
、
果
物
の
缶
詰
、
ジ
ュ
ー
ス
を
取
っ
た

り
、
午
後
に
は
排
便
が
あ
り
楽
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
梅
干
し
の
お
に
ぎ
り
、
果
物
の
缶
詰
、
ジ
ュ
ー
ス
、
な

ど
と
聞
く
と
、
「あ
あ
同
世
代
の
方
だ
な
あ
」 

と
懐
か
し
く
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

シ
モ
ツ
ケ 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

◆
翌
日
、
三
日
目
は
土
曜
日
で
、
夕
方
伺
い
ま
し
た
。 

 
 
 

目
を
つ
む
っ
て
休
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
ご
挨
拶
す 

 

る
と
し
っ
か
り
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

「寅
さ
ん
の
ビ
デ
オ
を
流
し
て
い
る
の
で
す
」 

と
お
孫
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

「あ
あ
、
い
い
で
す
ね
、
私
も
好
き
な
ん
で
す
」 

と
、
ま
た
も
や
同
世
代
の
あ
ふ
れ
る
感
慨
。 

「昼
間
、
体
を
起
こ
そ
う
と
し
た
と
き
に
一
瞬
、
意
識

が
遠
の
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」 



7 

 

 
 
 

と
、
娘
さ
ん
。
そ
し
て
言
っ
た
。 

◇
「ベ
ッ
ド
の
足
先
の
鴨
居
の
と
こ
ろ
に
あ
る
（先

に
亡
く
な
ら
れ
た
）お
母
さ
ん
の
写
真
を
嬉
し

そ
う
に
見
て
い
る
の
で
す
よ
」 

「あ
あ
、
そ
れ
は
い
い
、
ほ
ん
と
に
い
い
で
す
ね
、

目
を
開
け
れ
ば
い
つ
で
も
お
か
あ
さ
ん
の
笑
顔

を
見
れ
ま
す
か
ら
ね
・・・」 シ

キ
ン
カ
ラ
マ
ツ 

 
 
 
 

 

◆
帰
り
に
玄
関
で
、
お
孫
さ
ん
（警
官
？
）が 

「明
日
の
勤
務
は
休
ん
だ
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う

か
？
」 

『呼
吸
も
止
ま
り
が
ち
だ
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
ね

え…

』 

 
 

と
迷
っ
た
。
ナ
ー
ス
の
娘
さ
ん
が
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
、
と
私
は
帰
途
に
つ
い
た
。 

◇
翌
朝
、
４
時
半
に
、
こ
の
方
は
亡
く
な
ら
れ
た
。 

◆
仏
教
の
信
者
が
危
篤
の
と
き
、
阿
弥
陀
如
来
が
多 

 
 

く
の
菩
薩
を
引
き
連
れ
て
、
迎
え
に
来
て
く
れ
る

と
い
う
信
仰
も
、
死
の
別
れ
の
苦
し
さ
、
悲
し
み

を
和
ら
げ
て
く
れ
る
大
切
な
ツ
ー
ル
だ
っ
た
に
違

い
な
い
、
そ
の
「阿
弥
陀
来
迎
図
」と
「奥
様
の
お

写
真
」の
こ
と
を
思
い
比
べ
て
み
た
。 

◇
皆
さ
ん
が
満
足
い
く
形
で
お
別
れ
を
す
る
こ
と
が 

で
き
た
こ
と
は
、
娘
さ
ん
の
在
宅
医
療
に
関
す
る

情
報
が
あ
ら
か
じ
め
み
な
さ
ん
に
説
明
し
て
お
か

れ
た
こ
と
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
私
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
空
気
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
「来
迎
図
」な
ら
ぬ
「奥
様
の
お
写
真
」

が
大
き
な
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
て
い
た
よ
う

な
気
が
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウ
ツ
ボ
グ
サ 

 

 

ヒ
ヨ
ド
リ
バ
ナ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


